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標榜科目の変更、追加について
脳神経内科（神経内科より変更）

心臓血管外科・消化器外科

　5 月からはどんな新元号になるかと関心が高まっていましたが令和と
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のみならず、必要とされる方には退院後の支援まで目配せできる体制づくりをしてまいります。

今日までやってこられましたのも、住民の皆さんはもとより地域の様々な医療介護関係者の方々

のご協力があってのことと感謝いたしております。

　ところで日本のように独自の暦を現在も大切にしている国は珍しいようです。島国であり自分た
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も喜びも分かち合い、それでいて時代に合った発展を遂げ

られるよう舵取りをしていきたいと思います。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

新年度のご挨拶

地域の皆さまに信頼される病院として
  安全で質の高い医療を提供します。
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鼠径ヘルニア（脱腸）に対する腹腔鏡下手術

外科医長　曽我　耕次
《医療機関向け》

【鼠径ヘルニアとは】
　「鼠径」とは足の付け根のことを指し、「ヘルニア」とは飛び出すことを意味して
います。「鼠径ヘルニア」とは足の付けの部分から腸が出てくる病気で「脱腸」とも
言います。
　鼠径ヘルニアの最も古い記録は紀元前1552年頃のエジプトのパピルスにあり
ます。3500年以上前からわかっている病気にもかかわらず今でも治療法が進歩
している珍しい病気です。現在日本では年間15万件ほど鼠径ヘルニア手術が
行われており、日本で最も多くおこなわれている手術の一つです。当院では年間
約100例の手術を施行しており、地域の中では鼠径ヘルニア手術の経験が多い
病院です。

【腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術】
　腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復手術（通称：ラパヘル）は、1982年に初めて施行さ
れ、機器の進歩で2005年より急速に普及してきている術式で、2017年の全国集
計では鼠径ヘルニア手術全体の約3割を占めるようになりました。当院では鼠径ヘ
ルニアに対して腹腔鏡下手術を積極的導入し鼠径ヘルニアの約9割の方に施行し
ています。腹腔鏡手術のメリットは、確実な診断と小さな創にあります。写真1は、腹
腔鏡で腹腔内より両側鼠径ヘルニアを観察しています。目のように見える2つの洞
窟が鼠径ヘルニアで、その部分に腸が入り込み「脱腸」になります。写真2はメッ
シュを留置し腸が脱出する「あな」を塞いだところです。写真３は術後４日目のへそ
を含めた腹部の創で、5mm未満の3つ創で手術が行われていることがわかります。

【術前、術中・術後経過】
　術前診察は、基本的に大きな疾患が無ければ1-2回の外来受診で終了し入院となります。入院期間は1泊2日が基
本で、条件によっては日帰りも可能です。手術後30分より飲水が可能となり、60分後からは歩行も可能となります。翌
日（退院後）より日常生活（買い物、掃除、自動車の運転、シャワー等）は可能となります。

【最後に】
　腹腔鏡手術を積極的に導入し患者さんの負担を軽減させることで、鼠径ヘルニアだけでなく虫垂炎や胆石症例に
も術翌日退院が可能となっております。できる限り日常生活を継続したいという患者さんの要望に応える質の高い外
科治療を地域に還元できるように努めています。

（2019年4月から6月）　場所：２階 当院会議室にて特別講師による講演予定

テーマ：「整形外科」と「放射線科」の診療の現在 in JCHO 神戸中央病院
日　時：2019 年 6 月 6 日（木）19 時～　　場　所： 当院　2 階会議室

4月18日（木）

日　時

19時00分より
川崎医科大学

脳神経外科学　准教授
松原　俊二 先生

『第３２回北神ストロークカンファレンス』
急性期脳梗塞の再開通療法と抗血栓療法

～チーム医療、血栓除去のtips and pitfalls ～

講　演　内　容 講　師

第12回「神戸市北区医師会・JCHO神戸中央病院　医療連携セミナー」のご案内

写真 1

写真 2

写真 3



第15回JCHO神戸中央病院　市民医療セミナー
テーマ「明日は我が身！実は身近な消化器の病気！」
　　　　～消化器癌を早期に発見しましょう！小さな創でやさしく治す最新の外科手術～
日　程：２０１９年６月１５日（土）　機材展示・相談コーナー　１２：００～　講演会　１３：００～
会　場：すずらんホール（神戸市北区鈴蘭台西町１丁目２６－１）　担　当：消化器内科・消化器外科

次回
予告

皮    膚    科：新谷　友香
歯科口腔外科：中西　洋介
耳鼻いんこう科：松本　　藍

研 　 修 　 医：松葉　裕之　　川村　彩華　　山﨑　晧亮　　和田　友紀

神 経 内 科：辻　　麻人
小    児    科：西田　明弘
眼 科 部 長：細谷比左志

 かねだ　 だいすけ

：小児科金田　大介
　はじめまして。神戸で暮らすのは初めてです
が、地域の小児医療を充実させるお手伝いができ
ればと思っています。

いしだ　　　りょう

：外科石田　　怜
　京都から神戸へと４月から異動となりました。
外科として勤務し、皆様のお役に立てるよう頑張
りますので宜しくお願い致します。

たかばたけ　れな

：耳鼻いんこう科高畠　伶奈
　４月から耳鼻いんこう科で勤務させて頂きま
す。丁寧な診察を心がけて頑張りますのでよろし
くお願い致します。

やすおか  さやか

：皮膚科安岡紗哉香
　４月より京都府立医大より赴任致しました。地
域の皆さまのお役に立てるように、精一杯頑張り
たいと思います。何卒よろしくお願い致します。

かしわぎ　 たかお

：眼科医長代理柏木　孝夫
　４月より赴任しました。白内障の手術をはじめ
緑内障、ゆくゆくは硝子体手術を頑張っていきた
いと思います。

やまがた　 たいし

：脳神経内科山形　大志
　４月より神戸大学病院からやってまいりまし
た。皆さまにとって少しでも有益なことができれ
ばと思います。どうぞよろしくお願い致します。

 こしろ　 かずこ

：精神科小城加津子
　単科精神病院の勤務が多く、総合病院は10数
年ぶりです。慣れるのに時間がかかるかもしれま
せんが、よろしくお願い致します。

 みたに　　　いずみ

：歯科口腔外科三谷　　泉
　４月より赴任させて頂きました。地域医療に貢
献できるよう日々精進して参ります。よろしくお
願い致します。

 なかた　 あきひろ

：脳神経外科中田　章弘
　地域の皆様に、迅速にかつ丁寧な医療を提供で
きるよう心懸けて参ります。どうぞよろしくお願
いいたします。

にしはら　たかあき

：総合内科（腎臓内科）西原　孝明
　４月よりお世話になります。少しでもお役に立
てるように、また、自身も成長できるようにがん
ばりますので、ご指導の程よろしくお願い申し上
げます。

総 合 内 科：比森　千博
呼 吸 器 内 科：荻野　浩嗣

佐堀　暢也
さほり　    のぶや

竹内　康浩
たけうち　やすひろ

坂井　卓人
さかい　    たくと

木村　洋輝
きむら　    ひろき

山本　慎大
やまもと　  しんた

山本　　学
 やまもと     　まなぶ

木花　彩香
きはな    　さやか

研修医（1年次）

新任医師紹介

退任医師のお知らせ

放 射 線 科

　私が緩和ケアを自分の専門分野としたのは、社会保険神戸中央病院（現 : JCHO 神戸中央
病院）の緩和ケア病棟で、開設より運営の中心を担った、八木安生先生との偶然ともいえる出
会いがあったからです。当時、私は名古屋市立大学に所属する内科医でしたが、名古屋周辺で
は緩和ケアを研鑽する場所と縁に恵まれませんでした。八木先生の誘
いもあり、神戸に移り、2002 年より 10 年間緩和ケア病棟で勤務しま
した。岡田雅邦先生（現 : おかだ内科クリニック）と共に、22 床の病棟
でがん患者への緩和ケアの実践と研究に専念しました。そして、2012
年にしんじょう医院を開業し、さらに緩和ケアを在宅医療の中で発展
させるべく、診療を続けています。
　日本緩和医療学会でガイドライン作成に関わり、国内の緩和ケアの

普及と発展に努めると共に、BuzzFeed Japan Medical といったネットメディアに緩和ケ
ア、終末期医療のニュース、論説を執筆する活動も続けています。
　在宅医療は、神戸市北区のがん患者の外来、訪問診療・往診を初診予約制で受け付けており
ます。

　当院では MRI 装置の更新に伴い、2019 年 3 月より 3 テスラ MRI 装置（フィリップス社製：Ingenia 3.0T）の
稼働を開始しております。
　今回導入する 3 テスラ MRI 装置は、MR 信号をアナログ処理でなく、全てデジタル処理を行なえる完全フルデ
ジタルシステムを搭載した世界初の MR 装置です。
　磁場の強度が現在使用しております 1.5 テスラの 2 倍の 3 テスラとなり、より
高分解能な画像を描出することが出来るようになりました。そのため、今までの装
置では発見できなかったような小さな病巣や小さな脳動脈瘤などの早期発見が期
待できるようになります。さらに、従来の 3 テスラ装置と比較しても、完全デジタ
ル化により SNR が最大で 40％向上し、正確な診断が迅速に行なえるようになり
ます。
　検査環境も改善いたします。本装置は検査スペースの直径が 70cm あり、従来の
装置より 10cm ほど大きくなっており、圧迫感を軽減でき、リラックスして検査を
受けられるようになります。さらに、映像を楽しみながら検査を受けていただくこ
とも出来るために、MRI 検査が苦手な方、閉所恐怖症の方にも安心して検査を受け
ていただくことが可能です。
　新しい３テスラ MRI 装置を用いて、より精度が高く、患者様の負担の少ない快適
な検査を提供させていただきたいと思います。

近 隣 医 療 機 関 の ご 紹 介

しんじょう医院しんじょう医院
〒651-1131　神戸市北区北五葉1丁目5-1　ハピネスプラザ307
TEL 078-597-6029
診療科目: 緩和ケア外科
診療時間: 月曜日から金曜日 9時から17時まで（要予約） 新城 拓也

放射線科部長　岡本　将裕

3テスラMRI装置を導入

先生
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　新しい３テスラ MRI 装置を用いて、より精度が高く、患者様の負担の少ない快適
な検査を提供させていただきたいと思います。

近 隣 医 療 機 関 の ご 紹 介

しんじょう医院しんじょう医院
〒651-1131　神戸市北区北五葉1丁目5-1　ハピネスプラザ307
TEL 078-597-6029
診療科目: 緩和ケア外科
診療時間: 月曜日から金曜日 9時から17時まで（要予約） 新城 拓也

放射線科部長　岡本　将裕

3テスラMRI装置を導入

先生



院長 大友敏行

標榜科目の変更、追加について
脳神経内科（神経内科より変更）

心臓血管外科・消化器外科

　5 月からはどんな新元号になるかと関心が高まっていましたが令和と

決まりました。改めて平和が長く続くことを願い後の世に継承していく

ことを誓いたいと思います。当院としては健全経営の上に、急性期医療

のみならず、必要とされる方には退院後の支援まで目配せできる体制づくりをしてまいります。

今日までやってこられましたのも、住民の皆さんはもとより地域の様々な医療介護関係者の方々

のご協力があってのことと感謝いたしております。

　ところで日本のように独自の暦を現在も大切にしている国は珍しいようです。島国であり自分た

ちだけで生きて来られたから、古い風習を大切にして残してこられたのでしょうか。このあたりで

もう西暦だけにしようなどという話はあまり聞いたことがありません。日本文化ここにありとも

言える気がします。新し物好きの国民性とも言われる中で、古い習慣も実は国民一人ひとりの心の

中に大切にしています。私は神戸中央病院もそのようでありたいと願います。これからも模範的な

保険診療を遵守し、地域住民の皆さんや関連の医療機関と共に痛み

も喜びも分かち合い、それでいて時代に合った発展を遂げ

られるよう舵取りをしていきたいと思います。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

新年度のご挨拶

地域の皆さまに信頼される病院として
  安全で質の高い医療を提供します。

2019年春号

第 59 号
独立行政法人地域医療機能推進機構

神　戸　中　央　病　院
〒651-1145
神戸市北区惣山町 2丁目１－１
TEL　078-594-2211
FAX　078-594-2244
http://kobe.jcho.go.jp/

鼠径ヘルニア（脱腸）に対する腹腔鏡下手術

外科医長　曽我　耕次
《医療機関向け》

【鼠径ヘルニアとは】
　「鼠径」とは足の付け根のことを指し、「ヘルニア」とは飛び出すことを意味して
います。「鼠径ヘルニア」とは足の付けの部分から腸が出てくる病気で「脱腸」とも
言います。
　鼠径ヘルニアの最も古い記録は紀元前1552年頃のエジプトのパピルスにあり
ます。3500年以上前からわかっている病気にもかかわらず今でも治療法が進歩
している珍しい病気です。現在日本では年間15万件ほど鼠径ヘルニア手術が
行われており、日本で最も多くおこなわれている手術の一つです。当院では年間
約100例の手術を施行しており、地域の中では鼠径ヘルニア手術の経験が多い
病院です。

【腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術】
　腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復手術（通称：ラパヘル）は、1982年に初めて施行さ
れ、機器の進歩で2005年より急速に普及してきている術式で、2017年の全国集
計では鼠径ヘルニア手術全体の約3割を占めるようになりました。当院では鼠径ヘ
ルニアに対して腹腔鏡下手術を積極的導入し鼠径ヘルニアの約9割の方に施行し
ています。腹腔鏡手術のメリットは、確実な診断と小さな創にあります。写真1は、腹
腔鏡で腹腔内より両側鼠径ヘルニアを観察しています。目のように見える2つの洞
窟が鼠径ヘルニアで、その部分に腸が入り込み「脱腸」になります。写真2はメッ
シュを留置し腸が脱出する「あな」を塞いだところです。写真３は術後４日目のへそ
を含めた腹部の創で、5mm未満の3つ創で手術が行われていることがわかります。

【術前、術中・術後経過】
　術前診察は、基本的に大きな疾患が無ければ1-2回の外来受診で終了し入院となります。入院期間は1泊2日が基
本で、条件によっては日帰りも可能です。手術後30分より飲水が可能となり、60分後からは歩行も可能となります。翌
日（退院後）より日常生活（買い物、掃除、自動車の運転、シャワー等）は可能となります。

【最後に】
　腹腔鏡手術を積極的に導入し患者さんの負担を軽減させることで、鼠径ヘルニアだけでなく虫垂炎や胆石症例に
も術翌日退院が可能となっております。できる限り日常生活を継続したいという患者さんの要望に応える質の高い外
科治療を地域に還元できるように努めています。

（2019年4月から6月）　場所：２階 当院会議室にて特別講師による講演予定

テーマ：「整形外科」と「放射線科」の診療の現在 in JCHO 神戸中央病院
日　時：2019 年 6 月 6 日（木）19 時～　　場　所： 当院　2 階会議室

4月18日（木）

日　時

19時00分より
川崎医科大学

脳神経外科学　准教授
松原　俊二 先生

『第３２回北神ストロークカンファレンス』
急性期脳梗塞の再開通療法と抗血栓療法

～チーム医療、血栓除去のtips and pitfalls ～

講　演　内　容 講　師

第12回「神戸市北区医師会・JCHO神戸中央病院　医療連携セミナー」のご案内

写真 1

写真 2

写真 3


